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国立大学法人 東京工業大学（以下「東工大」）の「未来型スポーツ・健康科学研究推進

体」（代表者 林宣宏准教授）は、共同研究先企業である aiwell 株式会社（以下「aiwell」）と、

静岡県掛川市において未病（注 1）改善に向けた「未病改善のための健康増進プラットフォ

ーム」の構築に向けた実証実験を 2019 年 2 月 12 日〜3 月 26 日の 6 週間実施しました。  

 自身による健康管理に興味のある方々の体組成計（左）や血圧（右）などのデータを取り、ライフロ

グ（後述）や血液検査のデータと統合することで、個々人に特化した総合的な健康診断を目指して

います。 

 

【背景・概要】 

2025 年には日本の人口の 3 割は 65 歳以上の高齢者になると予想されており、超高齢化

社会の到来による医療費の増大は大きな社会問題になっています。また、増加する高齢者

世帯では、高齢者の生活機能の低下の発見や対処が遅れる可能性が高く、健康上のリス

クも高いと考えられています。 

これらの社会問題にアプローチすべく、東工大「未来型スポーツ・健康科学研究推進体」、

AI プロテオミクス（注 2）を活用したヘルスケアプラットフォームを提供する aiwell と大崎電気

工業株式会社（以下「大崎電気」）とが協力し、「地域健康増進プロジェクト」を 2018 年 11 月

自治体と連携し、未病改善に関する実証実験を実施 

インフラ企業やヘルステックと協働し「未病改善プラットフォーム」構築を目指す 



に発足しました。 

この度、静岡県掛川市の協力のもと、地域の高齢者を対象に、血液検査、スマートウォッ

チ、スマートメーターからのデータ等、様々な生活データを収集・活用し、公的サービス・民

間サービスが連携して個人の健康を支えることを可能にする「未病改善のための健康増進

プラットフォーム」の構築を目指して本プロジェクトが実施されることとなりました。自治体も

連携した未病改善に関する実証実験は、国内初の取り組みとなります。 

 

【「未病改善のための健康増進プラットフォーム」の概要】 

・高齢者の健康状態を「見える化」するため、個人の不調具合の内観と、微量採血による血

液検査データを取得。加えて、スマートフォン、各種センサー、スマートメーターからのデー

タを使って生活データを収集、それらを統合して分析を行う。 

・データに基づき、専門家や、ご家族、行政が健康増進のためのアドバイスを高齢者に提

供。 

・アドバイスに基づき、個々人が日々の健康改善に取り組む。介護状態になる前に分析デ

ータによる「気づき」を得ることが可能に

なり、行政や民間サービスによる生活改

善にむけたアプローチが可能になるプロ

グラム。 

 

【実証実験の詳細】 

・実施期間：2019 年 2 月 12 日～3 月 26 日の 6 週間 

・協力機関：東京ガス株式会社、静岡ガス株式会社、中遠ガス株式会社、大崎電気 

・参加者数：18 世帯、19 人内、男性 4 名、女性 15 名、年齢 68 歳〜79 歳 

・内容：福祉センターで月に２回実施されている健康増進のための体操の機会に、参加者

の基本的な健康データ（体組成、体重、血圧）をチェックし、同時に微量採血を行いました。

また、参加者にはスマートウォッチを配布して、日常の運動量をモニターすると共に、各家

庭に設置したスマートメーターや人体の動きを感知するセンサーによりご家庭での生活デ

ータを取得しました。 

 

【実証実験にて収集した生活データ・医療データ】 

・30 項目の精密検査が可能な微量採血検査キット「aiwell care」による血液検査結果をもと

にした専門医による診断、並びに、東工大の AI プロテオミクスによる画像分析。 

・スマートウォッチ等による、日常の活動量データ 

・スマートメーター等を活用した電気、水道、ガス使用量の計測値データ（注 4） 

・大崎電気の提供する「ホームウォッチ®」（注 5）他、各種室内センサーによる空気の質のデ

ータや室内での活動データ・Origin Wireless Japan 社による Wi-Fi センサーを使った高精度



な睡眠モニタリング（注 6） 

 

 

【「地域健康増進プロジェクト」の成果・今後の展開】 

今回の最大の成果は、問題意識のある地域住民の方々、そういった方々を支える行政

の方々に「未病改善のための健康増進プラットフォーム」の考え方が伝わったことを、実施

者が実感出来たことです。市民の方々との対話を通じて、何がどのように伝わり、どう受け

止められたかを具体的に知ることが出来たことは、今後の活動に大きな影響を与えること

になります。特に、なるべく近い将来に「未病改善のための健康増進プラットフォーム」のサ

ービスを受けたいとの声が寄せられたことは、大きな意味を持ちます。 

更に、各種データ取得における実地での実務レベルでの問題発掘がなされたことにより、

使用者にとって現実問題として造作なく使える、使いたいと思えるサービスの構築が可能と

なり、今後はその実用化が加速します。 

今後、今回得られたデータの統合と解析により得られた成果をもとに、随時、市民や行政

の方々との対話を継続することで、「未病改善のための健康増進プラットフォーム」の構築

とサービスの継続的な提供の仕組みの創出を目指します。また、要介護状態になる前の早

期診断・早期対応の実現により、個人や家族の QOL を向上し、誰でも「健康で長寿」が可

能になる世の中を目指すと共に、増え続ける医療費や、介護難民、孤独死の予防などの

様々な社会問題にアプローチできる取り組みに発展させていきます。 

 

【用語説明】 

注 1 未病 

診断・治療のために“病気”が定義されますが、生物学的には病気と健常との間にはっきり

した境目はありません。これまでは病気と診断されてから治療が施されてきましたが、その

前段階から方策を施すことが出来れば、重篤な病気に悩まされることは無いことから、近年、

病気と健常の間の状態が新たに“未病”状態と定義されて、病院に行く前に、自身で病気に

なるのを防ぐことが出来る状態として注目されるようになりました。 

 

注 2 「AI プロテオミクス」 

東京工業大学「未来型スポーツ・健康科学研究推進体」リーダーである東京工業大学 生



命理工学院 林宣宏准教授が研究を進める特許技術。二次元電気泳動で網羅的に画像化

された血中タンパク質のデータを AI が解析し、様々な病気や怪我になる一歩手前の状態を

発見（超早期診断）する研究。敗血症においては、98.2％の精度で的確に診断を可能にし

ました。2018 年 10 月より aiwell と共同研究を開始し、2019 年 4 月に東工大キャンパス内に

「aiwell AI プロテオミクス協働研究拠点」を開設し、AI プロテオミクスの実用化に向け研究開

発とその実用化を推進しています。 

 

注 3 微量採血検査キット「aiwell care」 

ジャパン・メディカルリーフ株式会社が開発した多機能微量採血管を特徴とする、日本初の

血球検査を含む 30 項目の微量採血検査キット。ドクター監修のもと疲労、脱水、エネルギ

ー消費、骨密度、糖代謝、脂質代謝、肝機能、腎機能など、ヘルスケア評価と運動パフォー

マンス評価の分析が可能です。一般の人間ドックにおける検査と同等の項目を、自宅で簡

単に検査することが可能です。 

 

注 4 生活データ・医療データを活用した東京ガスのサービス開発 

東京ガスはエネルギー供給に加え、安全で安心できる暮らしをサポートするサービスを展

開しており、食や健康など様々な分野におけるサービスの検討・開発も行っています。その

取り組みの一つとして、電気、水道、ガス使用量データや室内空気質のデータ、スマートウ

ォッチによる活動量データなどを活用し、睡眠アドバイスや部屋の環境改善など、生活をよ

り豊かにするサービスの開発を行っています。 

 

注 5 大崎電気の提供する「ホームウォッチ®」 

創業 100 年にわたり電力量計等の計測制御機器の開発・提供を通して「見える化」したデ

ータをもとに、最先端の IoT デバイスを専用アプリケーションと組み合わせて、トータルソリ

ューションとして提供するスマートホームを実現する大崎電気のサービス。各種センサー設

置により、家の中の活動量の測定が可能になり、高齢者の見守り・防災等への活用ができ

ます。 

サービスサイト URL https://promotion.homewatch.jp 

 

注 6 Origin Wireless Japan 社の睡眠モニタリング 

アメリカのメリーランド大学の Ray Liu 教授が開発した Time Reversal MachineTM 技術を用い

たWi-Fiセンシングは電波反射の解析により空間イベントの検知を可能にします。睡眠時の

微細な動きや呼吸の検知により医療器具と同等のレベルでレム、ノンレム睡眠などを含め

た睡眠状態をモニタリング可能です。この技術はウェアラブルデバイスを必要とせず、人の

動き、呼吸、転倒、認証、屋内測位などの検知を行えるため、高齢者の見守り、ライフログ

の提供など様々なサービスへの応用が期待されています。 



＜aiwell 会社概要＞ 

会社名 aiwell 株式会社 

代表者 代表取締役 馬渕 浩幸 

設立 2018 年 1 月 

所在地 東京都千代田区二番町 9−3 THE BASE 麹町 

会社 HP https://www.aiwelljapan.com/company/ 

 

＜東京ガス会社概要＞ 

会社名 東京ガス株式会社 

代表者 代表取締役社長 内田 高史  

創立  1885 年 10 月 

所在地 東京都港区海岸 1-5-20 

会社 HP https://www.tokyo-gas.co.jp/ 

 

＜大崎電気会社概要＞ 

会社名 大崎電気工業株式会社 

代表者 代表取締役社長 渡辺 光康 

創業 1916 年 8 月 

所在地 東京都品川区東五反田 2-10-2 東五反田スクエア 

会社 HP https://www.osaki.co.jp/ 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

東京工業大学 広報・社会連携本部 広報・地域連携部門 

TEL: 03-5734-2975   E-mail:media@jim.titech.ac.jp 

 

掛川市役所 地域包括ケア推進課 担当 平井・平川 

TEL:0537-28-9713 

 

aiwell 株式会社 広報 宮本 

TEL:080-4164-4588  E-mail:info@aiwelljapan.com 

 

東京ガス株式会社 広報部報道グループ 米田 

TEL:03-5400-7675 

 

大崎電気工業株式会社  IR 広報部 大野 

 TEL:03-4476-8046 

 


